
　今年4月で引退します。長きにわたり大変お世話になりました。
区役所近くに開設した生活相談所で、自民党政治に苦しむ多くの
方の命とくらしを守ってきました。私の議席は市民の命をまもるか
けがえのない日本共産党の議席です。あなたの願いを、たけこし
連さんにたくしてください。　　　　　　　　　　山崎　あきら
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比例代表
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あなたのお力を
お貸しください

日本共産党の前進、野党共闘の勝利で
自民・公明を少数派に追い込みます。

どの党、どの人があなたの思いにこたえるか
市議会での態度（請願など）

〇…賛成　×…反対
共産党 自民党 公明党 立憲民主党

消 費 税 増 税 中 止 を 求 め る（2019年2月 ） 〇 × × ×

水 道 料 金 の 引 き 下 げ（2018年12月） 〇 × × ×

市 長 期 末 手 当 の 引 き 上 げ（2018年12月） × 〇 〇 〇

介 護 保 険 料 の 値 上 げ （2018年2月 ） × 〇 〇 〇

障 害 者 医 療 費 支 給 の 削 減 （2018年2月 ） × 〇 〇 〇

日本共産党が
のびれば、市民
と野党の共闘
がすすみます
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若者が希望を
もてる日本に

　大学授業料は国立で年80万
円、私立は年110万円を超えて
います。とても、家庭で負担で
きる金額ではありません。
　その証拠に2人に1人の学生
が奨学金を借りています。その
大半が利子がつく奨学金で学
生ローンと変わりません。
　平均で300万円、多い人にな
ると1000万円の奨学金を借り
ています。大学卒業したての若
者が1000万円の借金を抱え
て就職することになります。こ
れでいい仕事ができるでしょう
か。夢を持って働けるでしょう
か。
　日本共産党は税金の集め方、
使い方を変えて学費を半額にす
ることを提案しています。私は、
さいたま市議会で返済の必要
ない給付制の奨学金の実現を
めざします。

　私も学費のために様々なアル
バイトをしてきました。
　「テスト前にシフトが入る」「ユ
ニホーム代は自分で払う」「時給
が発生しない待機時間」などブ
ラックな働き方も経験をしまし
た。
　社員はもっと過酷でした。「こ
の仕事を選択した自分が悪いの
だ」という自己責任で我慢する
のは間違っていると思います。
　8時間働けば普通に暮らせる
社会をめざして全力を尽くしま
す。

　今、埼玉県の最低賃金は898
円です。フルタイムで働いても
月収14万弱にしかなりません。
　全国労働組合総連合（全労
連）の最低生計費の調査でも1
人暮らしの若者が普通に暮らす
ためには、全国平均で月22万～
24万円、年額270万円前後が
必要という結果が出ており、時
給に換算して約1500円の最低
賃金を実現するというのが切実
な要求です。もちろん中小企業
への支援も必要です。若者が
安心して暮らしていける社会を
めざしてがんばります。

「最低賃金の引き上げが地域経済を押し上げる」　「低賃金労働者は、自ら
生活し働き地元でお金を使うから、ビジネスにとっても利益となる。賃金
の引き上げは、消費者の購買力を高め、労働者の移動を減らし、生産性を
高め、製品の品質を高め、消費者の満足度を高め、会社の評判を高め、し
たがってビジネスにも利益になる」（米国1000社の経営者・重役の声明
2007年2/8、米国各紙報道より）。

学費・奨学金 ブラックな
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　さいたま市は6行政区でコミュニティバ
スが運行していますが、中央区にはありま
せん。住んでいる地域で受けられる行政の
サービスが変わる。これはおかしな話では
ないでしょうか。
　市は「コミュニティバス設置のガイドライ
ン」を作成しています。「住民が運行ルート
をつくる」「住民が自治会の承認をえる」「住
民が採算ベース40％の計画を立てる」など
本来、市がやるべきことを市民に押し付けて
います。ガイドラインどおりにやれば何年たっ
てもバスは走りません。
　市の言い分は「儲からないならバスを走ら
せません」というものです。市民のくらしや福
祉のために、必要なら実行するのが行政の責
任です。コミュニティバスは年間2000万円
の予算で実施可能です。大型開発やビックイ
ベントに莫大な税金をつぎ込むのではなく、
税金の使い方を変えればコミュニティバスは
実現できます。中央区にコミュニティバスを。

市議団と市長に要望提出

「病院に行くのに苦労している」
「区役所に行くバスがほしい」

「昔は自転車でどこでも
出かけたけど今はムリ」

たけこし連

略歴●1991年生まれ。杏林大学卒業╱学生
時代は野球とマジックに打ち込む╱フィリピ
ンのスラム街支援活動に取り組む╱国連会議
に2度参加し、発言も╱中央区上落合在住

市議選─さいたま市・中央区から


